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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成21年9月3日(2009.9.3)

【公表番号】特表2009-501530(P2009-501530A)
【公表日】平成21年1月22日(2009.1.22)
【年通号数】公開・登録公報2009-003
【出願番号】特願2008-521706(P2008-521706)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   9/10     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  19/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/15     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/19     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/21     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ  15/00    ＺＮＡＡ
   Ｃ１２Ｎ   9/10    　　　　
   Ｃ０７Ｋ  19/00    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   1/15    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   1/19    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   1/21    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   5/00    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成21年7月15日(2009.7.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＤＮＡ結合領域およびポリメラーゼ領域を含むキメラＤＮＡポリメラーゼであって、前
記ＤＮＡ結合領域が配列番号２のアミノ酸位置１３、１６、４０、４１、４５、５５、５
６、６１もしくは６３、またはＳｓｏ７ｄ様タンパク質中の対応する位置に１つ以上の変
異を有する、キメラＤＮＡポリメラーゼ。
【請求項２】
　前記１つ以上の変異が、Ｅ１３Ｑ、Ｉ１６Ｔ、Ｔ４０Ｓ、Ｇ４１Ａ、Ｖ４５Ｌ、Ｌ５５
Ｖ、Ｑ５６Ｄ、Ｑ６１Ｅ、およびＫ６３Ｒ、またはＳｓｏ７ｄ様タンパク質中の対応する
変異からなる群から選択される、請求項１に記載のキメラＤＮＡポリメラーゼ。
【請求項３】
　前記ＤＮＡ結合領域が、Ｓｓｈ７ｂ、ＲｉｂｏＰ３、Ｓｔｏ７ｅ、Ｓａｃ７ｄ、Ｓａｃ
７ｅおよびＳａｃ７ａからなる群から選択される、請求項１に記載のキメラＤＮＡポリメ
ラーゼ。
【請求項４】
　前記ＤＮＡ結合領域が、配列番号８、９、１０、１２、１４、および１６からなる群か
ら選択される、請求項３に記載のキメラＤＮＡポリメラーゼ。
【請求項５】
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　ＤＮＡ結合領域およびポリメラーゼ領域を含むキメラＤＮＡポリメラーゼであって、前
記ＤＮＡ結合領域が配列番号２のアミノ酸位置４０、４１、もしくは４５、またはＳｓｏ
７ｄ様タンパク質中の対応する位置に１つ以上の変異を有する、キメラＤＮＡポリメラー
ゼ。
【請求項６】
　前記１つ以上の変異が、Ｔ４０Ｓ、Ｇ４１Ａ、およびＶ４５Ｌ、またはＳｓｏ７ｄ様タ
ンパク質中の対応する変異からなる群から選択される、請求項５に記載のキメラＤＮＡポ
リメラーゼ。
【請求項７】
　前記ＤＮＡ結合領域が、Ｓｓｈ７ｂ、ＲｉｂｏＰ３、Ｓｔｏ７ｅ、Ｓａｃ７ｄ、Ｓａｃ
７ｅ、およびＳａｃ７ａからなる群から選択される、請求項５に記載のキメラＤＮＡポリ
メラーゼ。
【請求項８】
　前記ＤＮＡ結合領域が、配列番号８、９、１０、１２、１４、および１６からなる群か
ら選択される、請求項７に記載のキメラＤＮＡポリメラーゼ。
【請求項９】
　ＤＮＡ結合領域およびポリメラーゼ領域を含むキメラＤＮＡポリメラーゼであって、前
記ＤＮＡ結合領域が配列番号２のアミノ酸位置４０、４１、４５、５５、６１もしくは６
３、またはＳｓｏ７ｄ様タンパク質中の対応する位置に１つ以上の変異を有する、キメラ
ＤＮＡポリメラーゼ。
【請求項１０】
　前記ＤＮＡ結合領域変異が、Ｔ４０Ｓ、Ｇ４１Ａ、Ｖ４５Ｌ、Ｌ５５Ｖ、Ｑ６１Ｅもし
くはＫ６３Ｒ、またはＳｓｏ７ｄ様タンパク質中の対応する変異からなる群から選択され
る、請求項９に記載のキメラＤＮＡポリメラーゼ。
【請求項１１】
　前記ＤＮＡ結合領域が、Ｓｓｈ７ｂ、ＲｉｂｏＰ３、Ｓｔｏ７ｅ、Ｓａｃ７ｄ、Ｓａｃ
７ｅ、およびＳａｃ７ａからなる群から選択される、請求項９に記載のキメラＤＮＡポリ
メラーゼ。
【請求項１２】
　前記ＤＮＡ結合領域が、配列番号８、９、１０、１２、１４、および１６からなる群か
ら選択される、請求項１１に記載のキメラＤＮＡポリメラーゼ。
【請求項１３】
　ＤＮＡ結合領域およびポリメラーゼ領域を含むキメラＤＮＡポリメラーゼであって、前
記ＤＮＡ結合領域が配列番号２のアミノ酸位置１３、１６、４０、４５、５５、５６、お
よび６３、またはＳｓｏ７ｄ様タンパク質中の対応する位置に変異を有する、キメラＤＮ
Ａポリメラーゼ。
【請求項１４】
　前記変異が、Ｅ１３Ｑ、Ｉ１６Ｔ、Ｔ４０Ｓ、Ｖ４５Ｌ、Ｌ５５Ｖ、Ｑ５６Ｄ、および
Ｋ６３Ｒ、またはＳｓｏ７ｄ様タンパク質中の対応する変異である、請求項１３に記載の
キメラＤＮＡポリメラーゼ。
【請求項１５】
　ＤＮＡ結合領域およびポリメラーゼ領域を含むキメラＤＮＡポリメラーゼであって、前
記ＤＮＡ結合領域が配列番号４のアミノ酸配列を含む、キメラＤＮＡポリメラーゼ。
【請求項１６】
　前記ＤＮＡ結合領域がＳｓｈ７ｂ、ＲｉｂｏＰ３、Ｓｔｏ７ｅ、Ｓａｃ７ｄ、Ｓａｃ７
ｅ、およびＳａｃ７ａからなる群から選択される、請求項１３に記載のキメラＤＮＡポリ
メラーゼ。
【請求項１７】
　前記ＤＮＡ結合領域が配列番号８、９、１０、１２、１４および１６からなる群から選
択される、請求項１６に記載のキメラＤＮＡポリメラーゼ。
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【請求項１８】
　ＤＮＡ結合領域およびポリメラーゼ領域を含むキメラＤＮＡポリメラーゼであって、前
記ＤＮＡ結合領域が配列番号２のアミノ酸位置１３、１６、４０、４１、４５、５５、５
６、６１、および６３、またはＳｓｏ７ｄ様タンパク質中の対応する位置に変異を有する
、キメラＤＮＡポリメラーゼ。
【請求項１９】
　前記ポリメラーゼ領域が古細菌ＤＮＡポリメラーゼを含む、請求項１、５、９、１３、
１５、または１８のいずれか一項に記載のキメラＤＮＡポリメラーゼ。
【請求項２０】
　前記ポリメラーゼ領域が熱安定性ポリメラーゼ活性を有する、請求項１、５、９、１３
、１５、または１８のいずれか一項に記載のキメラＤＮＡポリメラーゼ。
【請求項２１】
　前記ポリメラーゼ領域がＰｆｕ　ＤＮＡポリメラーゼを含む、請求項１、５、９、１３
、１５または１８のいずれか一項に記載のキメラＤＮＡポリメラーゼ。
【請求項２２】
　前記ポリメラーゼ領域が配列番号１８のアミノ酸配列と少なくとも９５％は同一である
、請求項２１に記載のキメラＤＮＡポリメラーゼ。
【請求項２３】
　前記ポリメラーゼ領域がＴａｑ　ＤＮＡポリメラーゼを含む、請求項１、５、９、１３
、１５または１８のいずれか一項に記載のキメラＤＮＡポリメラーゼ。
【請求項２４】
　配列番号２０のアミノ酸配列を含む、キメラＤＮＡポリメラーゼ。
【請求項２５】
　請求項１、５、９、１３、１５または１８、または２４のいずれか一項に記載のＤＮＡ
ポリメラーゼを含む組成物。
【請求項２６】
　請求項１、５、９、１３、１５または１８、または２４のいずれか一項に記載のキメラ
ＤＮＡポリメラーゼをコードする、単離された核酸。
【請求項２７】
　請求項２６に記載の核酸を含む、発現ベクター。
【請求項２８】
　請求項２７に記載のベクターで形質移入される、宿主細胞。
【請求項２９】
　請求項１、５、９、１３、１５または１８、または２４のいずれか一項に記載のキメラ
ＤＮＡポリメラーゼ、およびそのための包装材料を含むキット。
【請求項３０】
　ａ）請求項１、５、９、１３、１５または１８、または２４のいずれか一項に記載のキ
メラＤＮＡポリメラーゼを提供するステップと、
　ｂ）前記キメラＤＮＡポリメラーゼを核酸鋳型に接触させることで、前記酵素のＤＮＡ
合成を可能にするステップと、
　を含む、ＤＮＡを合成する方法。
【請求項３１】
　前記ポリメラーゼ領域が変異ポリメラーゼを含む、請求項１、５、９、１３、１５また
は１８のいずれか一項に記載のキメラＤＮＡポリメラーゼ。
【請求項３２】
　前記変異ポリメラーゼが、ウラシル検知活性の低下をもたらすＶ９３Ｒ、Ｖ９３Ｅ、Ｖ
９３Ｄ、Ｖ９３ＫまたはＶ９３Ｎ変異を有する、請求項３１に記載のキメラＤＮＡポリメ
ラーゼ。
【請求項３３】
　前記変異ポリメラーゼが、３’－５’エキソヌクレアーゼ活性低下をもたらすＤ１４１
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Ａおよび／またはＥ１４３Ａ変異を有する、請求項３１に記載のキメラＤＮＡポリメラー
ゼ。
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